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令和５年第４回安堵町議会定例会会議録 

（１日目） 

 

令和５年１１月３０日（木）開会 

午前１０時 

 

１ 応招議員 ９名 

１ 番 松田  勝  ２ 番 近藤 晃一 

３ 番 森田 裕康  ４ 番 福井 保夫 

５ 番 淺 野  勉  ６ 番 上林 勝美 

７ 番 山岡  敏  ８ 番 増井 敬史 

９ 番 森田  瞳    

 

２ 出席議員 ９名 

 

３ 欠席議員 なし 

 

４ 地方自治法第１２１条の規定により、説明のため出席した者の職氏名 

町 長 西本 安博  副 町 長 富井 文枝 

教 育 長 辰己 秀雄    

総 務 部 長 吉村 良昭  住 民 生 活 部 長 吉田 一弘 

事 業 部 長 廣瀬 好郁  教 育 次 長 辻井 弘至 

総 合 政 策 課 長 富士 青美  危機管理室課長 吉田 裕一 

税 務 課 長 勝 井  顯  住 民 課 長 増田 篤人 

子ども家庭推進室課長 藤岡 征章  健康福祉推進室課長 井上 育久 

事 業 課 長 池田 佳永  教 育 推 進 課 長 吉田 彰宏 

会 計 室 長 西田 淳二    

 

５ 職務のため出席した者の職氏名 

議 会 事 務 局 長 溝本 貴宏  議会事務局主事 宮前 智貴 
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６ 会議事件は次のとおりである。 

 日 程 

 第 １ 会議録署名議員の指名 

 第 ２ 会期の決定 

 第 ３ 諸般の報告 

 第 ４ 行政報告 

 第 ５ 子供及び子育て世代対策特別委員会委員長報告 

 第 ６ 報告第 １号 専決処分の承認を求めることについて（令和５年度安堵町一般会計補

正予算（補正第８号）について） 

 第 ７ 議案第 １号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

 第 ８ 議案第 ２号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正

する条例について 

 第 ９ 議案第 ３号 教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正

する条例について 

 第１０ 議案第 ４号 安堵町議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改正す

る条例について 

 第１１ 議案第 ５号 安堵町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例につい

て 

 第１２ 議案第 ６号 安堵町一般廃棄物等管理事務所の設置及び管理に関する条例の制定に

ついて 

 第１３ 議案第 ７号 安堵町公民館条例を廃止する条例の制定について 

 第１４ 議案第 ８号 安堵町立同和対策集会所設置条例を廃止する条例の制定について 

 第１５ 議案第 ９号 令和５年度安堵町一般会計補正予算（補正第９号）について 

 第１６ 議案第１０号 令和５年度安堵町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（補正

第２号）について 

 第１７ 議案第１１号 令和５年度安堵町水道事業会計補正予算（補正第１号）について 
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開 会 

午前１０時００分 

 

 

 

議長（淺野 勉） おはようございます。 

 

（「おはようございます」の声あり） 

 

  只今から、令和５年第４回安堵町議会定例会を開会いたします。 

  出席議員は９名です。 

  定足数に達していますので会議は成立いたしました。 

  これから本日の会議を開きます。 

  はじめに、西本町長より開会にあたり御挨拶があります。 

 

町長（西本安博） はい、議長。 

 

議長（淺野 勉） はい。西本町長。 

 

（西本町長 登壇） 

 

町長（西本安博） 皆さん、おはようございます。 

 

（「おはようございます」の声あり） 

 

町長（西本安博） 今年は、先週まで例年になく暖かい日が続いておりましたが、ようやく初冬の風

情が漂ってまいりました。 

  新型コロナウイルス感染症が５類に移行されたことにより、特に本年秋以降は地域での、ま

た全国的な諸行事も本格的に復活をしてまいったところでございます。「久しぶり」という言

葉に新鮮さすら感じる今日この頃でございます。 

  加えて、ことしも余すところあと１か月でございます。県内の社寺でも、来るべき年の幸せ

を願い、迎春の準備が急ピッチで進んでおります。 
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  本町におきましても、新たな年を迎え、大きな自然災害がなく、安全にかつ安心に生活でき

ることを祈るところでございます。 

  さて、そのような折ではございますが、令和５年第４回議会定例会を招集いたしましたとこ

ろ、議員の皆様におかれましては、公私とも御多忙のところ御出席を賜りありがとうございま

す。 

  本日、提案させていただきます案件でございますが、専決処分の報告１件、条例の制定と一

部改正８件、令和５年度補正予算３件の、合計１２件でございます。 

  議員の皆様に御審議をいただく前に、順を追って議案の概略を申し述べます。 

  報告第１号は、共同浴場「日新湯」の温度調節設備を早急に修繕する必要があったため、そ

して９月３０日付けで消防団員１名が退職したことにより、退職報奨金を支払う必要が生じた

ため、速やかに対応するための予算措置を図るため、令和５年度安堵町一般会計予算の増額補

正（補正第８号）を令和５年１０月２日に専決処分いたしましたので報告するものでございま

す。 

  次に、議案第１号は、今年の人事院勧告の内容に沿って、国家公務員の一般職の職員の給与

に関する法律が一部改正されましたので、本町におきましても国に準じた運用を行うため「一

般職の職員の給与に関する条例」について所要の改正を行うものでございます。 

  次に、議案第２号及び第３号につきましては、特別職の国家公務員に係る期末手当につきま

しても、今年の人事院勧告を受け、特別職の職員に支給する給与に関する法律の一部を改正す

る法律が改正されました。本町における町長、副町長及び教育長の期末手当について、一般職

の職員と同様に、国に準じた支給割合とするために「特別職の職員で常勤のものの給与及び旅

費に関する条例」と、「教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例」について、所

要の改正を行うものでございます。 

  次に、議案第４号は、議案第２号及び議案第３号と同様の趣旨から、議会議員の期末手当の

支給割合を改めるために「安堵町議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例」について、

所要の改正を行うものでございます。 

  次に、議案第５号は、電子署名等に係る地方公共団体情報システム機構の認証業務に関する

法律の一部改正に伴い、マイナンバーカード所有者は電子証明書のスマートフォンへの搭載が

可能となることに伴い、「安堵町印鑑の登録及び証明に関する条例」について、所要の改正を

行うものでございます。 

  次に、議案第６号は、一般廃棄物の適正なごみ処理施設への運搬を図ることを目的として、

一般廃棄物管理事務所を設置するにあたり、新たに「安堵町一般廃棄物等管理事務所の設置及

び管理に関する条例」を制定するものでございます。 

  次に、議案第７号は、かつて「安堵町中央公民館」の機能を果たしていた建物は、現在にお
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いて実在しないため、当該公民館について定めている「安堵町公民館条例」を廃止するために

定める条例でございます。 

  次に、議案第８号は、本町の同和対策集会所について、老朽化が進み使用に適さない状態で

あるため「安堵町立同和対策集会所設置条例」を廃止するための条例でございます。 

  次に、議案第９号「令和５年度安堵町一般会計補正予算（補正第９号）」は、税制改正、戸

籍法令改正及び障害福祉サービス等の報酬改正に伴うシステム改修、増額が見込まれる障害者

医療費及び介護・訓練等給付費、安堵町高齢者タクシー利用料金助成事業、令和４年度新型コ

ロナウイルスワクチン接種事業の精算に伴う国庫の返還並びに給与改定及び年度途中の人事異

動に係る人件費等の予算について補正するもの、また庁舎総合管理業務委託、ごみ収集運搬補

助委託、学校給食調理配送及び洗浄業務委託に関する債務負担行為について補正を行うもので

ございます。 

  次に、議案第１０号「令和５年度安堵町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（補正

第２号）」は、介護報酬改正等に伴うシステム改修及び介護保険認定調査員に係る人件費を増

額するために予算を補正するものでございます。 

  次に、議案第１１号の「令和５年度安堵町水道事業会計補正予算（補正第１号）」は、当初

予算算定時と比べて、人事異動等に伴い人件費が不足するために予算を補正するものでござい

ます。 

  以上、簡単に説明を行いましたが、詳細は、その都度、担当課長より説明をさせますので、

御審議、御承認、御可決を賜りますようお願い申し上げ、開会にあたりましての御挨拶とさせ

ていただきます。 

  以上でございます。 

 

議長（淺野 勉） それでは、お手元の議事日程に従い進めてまいります。 

  日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

  本定例会の会議録署名議員は、安堵町議会会議規則第１２０条の規定により、８番 増井敬

史議員、９番 森田瞳議員を指名します。よろしくお願いします。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（淺野 勉） 日程第２「会期の決定」を議題とします。 

  お諮りします。 

  本定例会の会期は、本日から１２月１３日までの１４日間にしたいと思います。 

  御異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（淺野 勉） 異議なしと認めます。 

  本定例会の会期は、本日から１２月１３日までの１４日間とすることに決定いたしました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（淺野 勉） 日程第３「諸般の報告」を行います。 

  議会から２件の報告があります。 

  まず１件目、議員派遣について御報告いたします。令和５年１０月２３日月曜日から２４日

火曜日に行いました議員派遣について御報告します。 

  はじめに、視察議員代表、文教厚生常任委員会福井委員長から報告します。 

 

文教厚生常任委員会委員長（福井保夫） はい、議長。 

 

議長（淺野 勉） はい。福井委員長。 

 

（福井文教厚生常任委員会委員長 登壇） 

 

文教厚生常任委員会委員長（福井保夫） おはようございます。４番 福井です。安堵町議会議員派

遣視察報告を行います。 

  令和５年１０月３０日、安堵町議会議長 淺野勉様。視察議員代表 文教厚生常任委員会委

員長 福井保夫。令和５年度安堵町議会議員派遣視察研修を実施しましたので、安堵町議会会

議規則第７１条の規定に基づき、別紙のとおり報告します。 

  １．目的、スポーツでのまちづくり、スポーツ施設の維持管理及び部活動の地域移行などに

ついて視察を行う。 

  ２．期日、令和５年１０月２３日月曜日 

  ３．場所、和歌山県西牟婁郡上富田町 上富田スポーツセンター 

  ４．派遣議員、淺野勉議長、山岡敏副議長、松田勝議員、近藤晃一議員、森田裕康議員、福

井保夫議員、上林勝美議員、増井敬史議員、森田瞳議員、以上９名です。 

  ５．同行者、西本安博町長 

  ６．随行者、吉村良昭総務部長、辻井弘至教育次長、溝本貴宏議会事務局長 
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  ７．視察内容、今回「スポーツによるまちづくり」をしている和歌山県上富田町へ視察に行

った。上富田町は、町域東西約１０キロメートル、南北約１１キロメートル、総面積は５７．

３７平方キロメートルで、面積の約６０％は山林である。人口１５,７２６人、７,５２６世帯、

議員数は１２名である（令和５年９月３０日現在）。県内の住み心地ランキングで２年連続第

１位に選ばれた。 

  上富田スポーツセンターの管理棟で、事業振興課長より説明を受けた。昭和６３年に観光施

策として「総合運動公園を建設し、参加する観光を推進する」と明記し、竹下内閣のふるさと

創生事業の１億円でスタートした。 

  平成７年に地域住民の憩いの場、紀南地方のスポーツの拠点として、また県外からのスポー

ツ合宿の誘致を目的として上富田スポーツセンターを開設した。 

  平成２９年に一般社団法人南紀ウエルネスツーリズム協議会を設立し、管理運営を委託して

いる。プロ野球ウエスタンリーグ・社会人野球・サッカーセレッソ大阪・女子サッカー代表・

ラグビー日本代表のチーム等が合宿している。田辺・白浜に宿泊しても、ウエルネスツーリズ

ムを通すことで１０％の手数料が入る。 

  若い世代が近隣から移住し、住民税が１０年で２０％増えている。今後は県外からの移住が

増えるよう努力している。令和２年からは健康寿命日本一を掲げ、介護予防推進協議会と連携

し、さまざまな事業に取り組み高齢者にも住みよい町である。 

  また、部活動の地域移行は、月１回会議を開き地域の受け皿が整った部活から地域移行を行

っていく予定である。町内の移行は進んでいるが、和歌山県全体では近隣の町と連携した移行

はまだ進んでいない。 

  続いて、野球場・スポーツサロントレーニングジム・多目的グランド・室内イベント広場等

を視察。素晴らしい人工芝・天然芝である。その他の施設として、雨天ピッチング場・テニス

コート・球技場・芝生広場・クラブハウス・研修棟がある。 

  最後に、安堵町の遊水地に芝生の野球場・球技場ができることを祈り願って、視察報告とし

ます。 

  以上です。 

 

議長（淺野 勉） 続いて、視察議員代表、総務産業建設常任委員会増井委員長から報告します。 

 

総務産業建設常任委員会委員長（増井敬史） はい、議長。 

 

議長（淺野 勉） はい。増井委員長。 
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（増井総務産業建設常任委員会委員長 登壇） 

 

総務産業建設常任委員会委員長（増井敬史） ８番 増井敬史でございます。よろしくお願いします。 

  安堵町議会議長 淺野勉様。視察議員代表 総務産業建設常任委員会委員長 増井敬史。安

堵町議会議員派遣（視察研修）報告。令和５年度安堵町議会議員派遣（視察研修）を実施しま

したので、安堵町議会会議規則第７１条の規定に基づき、別紙のとおり報告します。 

  １．視察目的、災害への危機意識を高め、いざという時の防災対応能力の向上を図るため研

修を行う。 

  ２．期日、令和５年１０月２４日火曜日 

  ３．派遣場所、和歌山県和歌山市八番丁１２番地 和歌山市消防局防災学習センター 

  ４．派遣議員、松田勝、近藤晃一、森田裕康、福井保夫、淺野勉、上林勝美、山岡敏、森田

瞳、増井敬史 

  ５．同行者、西本安博町長 

  ６．随行者、吉村良昭総務部長、辻井弘至教育次長、溝本貴宏議会事務局長 

  ７．視察内容、各学習項目について消防局担当者から説明を受け、体験をした。 

 （１）フロアマップ「紀伊半島の地図と南海トラフ地震の津波について」 

 （２）プレート活動と地震「日本におけるプレート、海溝型地震と直下型地震について」 

 （３）災害体験シアター「風水害編と地震被害編の視聴」 

 （４）津波ハザード「南海トラフ大地震が発生した場合の和歌山県下の各主要都市の発生後の

到達時間と高さのシミュレーションについて」 

 （５）初期消火体験「てんぷら鍋火災の消火方法と消火器の正しい使い方の体験学習」 

 （６）煙避難体験「煙発生装置の中を避難の姿勢等の体験」 

  ８．感想・意見、和歌山県においては、南海トラフ大地震に対する危機感が奈良県に比べて

大変高く、津波の発生に関してシミュレーションにより被害想定が実感できた。 

  日頃の防災学習が大切であり、風水害のみならず大規模地震への備えが必要であることを再

認識する研修となった。 

  この研修で得た経験を地元での防災・減災の取組に生かせるようにする。 

  以上。 

 

議長（淺野 勉） ２件目、議員の表彰について、事務局より報告があります。 

 

議会事務局長（溝本貴宏） 事務局より御報告を申し上げます。 

  本年、生駒郡各町優良議会議員表彰式におきまして、山岡議員が永年特別表彰を、淺野議員
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が特別表彰を、増井議員と松田議員が一般表彰を受賞されましたことをここで御報告させてい

ただきます。おめでとうございます。 

  以上です。 

 

議長（淺野 勉） 以上で、諸般の報告を終わります。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（淺野 勉） 日程第４「行政報告」を行います。 

 

町長（西本安博） はい、議長。 

 

議長（淺野 勉） はい。西本町長。 

 

（西本町長 登壇） 

 

町長（西本安博） それでは、行政報告を行います。 

  まず、第４９回安堵町民体育祭の開催でございます。新型コロナウイルスの感染症が流行し

て以来、感染拡大を防ぐために、やむを得ず中止してまいりました町民体育祭を４年ぶりに開

催することができました。今年は、同感染症の５類への移行後に行うべきとの判断から、１０

月２９日に行いました。 

  コロナ禍前の状態に戻り、延べおよそ１，０００人程度の参加となり、多くの方々に楽しん

で参加していただき、また、地域等の対抗種目では、皆様が結束して出場し、盛んに応援され

る様子を久しぶりに拝見をしたところでございます。 

  地域ごとの盛り上がりには、新鮮ささえ感じたところでございます。住民間のコミュニケー

ションを図るためにも有意義なイベントの開催実現を喜ばしく感じたところでもございます。

次回も、是非とも実行してまいりたい。このように考えております。 

  次に、安堵町歴史民俗資料館会館３０周年記念トークイベントの開催でございます。奈良県

再設置に向けて尽力した今村勤三氏の生家である、安堵町歴史民俗資料館が開館３０周年を迎

えたことを記念し、１１月４日土曜日に、その功績や、奈良県が再設置されるまでの歴史的経

緯、今後のビジョン等をテーマとするトークイベントを開催いたしました。当日は１３０人ほ

どの方々が御来場されております。 

  明治時代はじめの廃藩置県の後の大和の運命は、議員の皆様におかれましても御存知かと思
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います。そのような奈良県にまつわる『青山四方にめぐれる国』の執筆にかかわられた大和郡

山市の上田清市長や、安堵町文化財保護審議会の吉田栄治郎委員から非常に貴重なお話を聴く

ことができました。 

  当イベントでは、本県再設置に至るまでの興味深いトークに、御来場者皆様が熱心に耳を傾

けておられ、また、改めて本町から輩出した勤三氏の偉業を皆様とともに振り返ることができ

た有意義な機会となったと考えております。 

  次に、新型コロナワクチン接種の現在までの状況でございます。秋冬期におけるコロナワク

チンの集団接種は、１２月２日土曜日で終了することとなっております。今回のコロナワクチ

ン接種状況ですが、１１月２９日現在で接種済みの方は２，１４３名です。その内訳は、６５

歳以上の方は１，４０６名（５４．９％）、５歳から６４歳までの方は７３７名（１６．９％）

が接種をされました。 

  今後の新型コロナワクチン接種につきましては、国の具体的な方針が詳細に示された段階で、

速やかな体制を整えてまいりたい、このように考えているところでございます。 

  以上でございます。 

 

教育長（辰己秀雄） はい、議長。 

 

議長（淺野 勉） はい。辰己教育長。 

 

（辰己教育長 登壇） 

 

教育長（辰己秀雄） 改めまして、おはようございます。教育委員会 辰己でございます。教育委員

会所管事務のうち、９月議会で御報告させていただいた以降の、新たな事項について報告をさ

せていただきます。 

  まず、こども園・町立学校において、令和５年度の２学期の教育課程を計画どおりに執行を

進め、師走の時期を迎えようとしております。 

  ２学期は、体育的行事として、安堵中学校では９月２８日に体育大会、安堵小学校では９月

３０日土曜日に体育学習参観、安堵こども園では１０月７日土曜日に運動会を開催できました。

また、安堵中学校では１０月２３日に文化祭、こども園・小学校では秋の遠足も実施できてお

ります。 

  本年５月８日、新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行され、今後も、学校・園の教

育活動の継続を前提とした上で、幼児児童生徒の健康観察や換気の確保、手洗い等の手指衛生

指導を行いつつ、学びを保障してまいりたいと考えております。 
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  次に、１１月３日から５日にかけて、トーク安堵カルチャーセンターにおいて第３７回安堵

町文化祭を、そして、町長からも報告がございましたが１１月４日には安堵町歴史民俗資料館

３０年記念として、「奈良県誕生記念トークイベント～今村勤三と奈良県の発展～」と題して

開催することができました。 

  教育委員会として所管しております社会教育施設等の施設利用でございますが、１１月１日

より利用制限を解除して利用していただいており、利用者のマスク着用も個人の判断に委ねら

れている、現在は状況でございます。 

  今後、１月８日月曜日祝日に「安堵町二十歳のつどい」、令和５年度の「新春初釜茶会」は

１月１４日日曜日、「安堵町マラソン大会」については、実行委員会で協議をいただき１月２

１日日曜日の開催を予定しております。 

  今後も、各感染症の地域や学校・園での拡大防止に注視をしながら、町立学校、こども園の

諸行事の実施、社会教育施設の運営の回復に努めたいと考えております。 

  以上、教育委員会関係の御報告とさせていただきます。 

 

９番（森田 瞳） はい、議長。 

 

議長（淺野 勉） はい。森田瞳議員。 

 

９番（森田 瞳） 行政報告の今、していただきました中で１、２点、気付いたことが急にございま

したので、教育長また町長の方から１１月４日に歴史資料館３０周年ということの、銘打って

講演会をしていただきました。本当に、誠に安堵町の住民にとっても、私も感激したことが色々

ございまして、安堵町、素晴らしい講演会、郡山市長を交えて話していただいて、よくわかる

お話でございました。 

  ただ、残念だったのが、申し上げますのは、やはり参加者が少なかったように私は痛切に思

っております。と申しますのは、やはりＰＲが足らん。教育委員会独自での主催ということで、

やっていただいたようでございますけれども、もっとやはり各住民にＰＲしていただいて、こ

うした催しをやると。そしてまたカルチャーセンターへの繰出しを、こういう形で協力してい

こうということも、やはりやる気を出していただいて、講演会をやはり満場にしていただいて

ですね、やっぱりやっていただきたかったなと。 

  先ほど町長から、１３０数名とおっしゃったけどもカルチャーセンターで１３０名、本当に

寂しい。せっかくの、郡山の市長来ていただいて、色々とパネラーとして報告していただいた

中で、あれだけの色々と、我々安堵町にとって、住民としてやはり今村氏の功績をたたえる場

でございましたので、もう少し各町民に伝え方、こぞって参加していただきたい体制づくりと
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いうことも、もうちょっと真剣に考えていただきたかったというように感じましたので、一言

またお願いしておきます。 

  以上です。 

 

議長（淺野 勉） はい。只今、森田瞳議員から感想について御報告がありました。 

  また今後とも、よろしくお願いしたいと思います。 

  これで行政報告を終わります。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（淺野 勉） 日程第５「子供及び子育て世代対策特別委員会委員長報告」を行います。 

  委員長報告のため、副議長と交代をいたします。 

 

（山岡副議長 議長席に着席） 

 

副議長（山岡 敏） それでは、引き続き進行してまいります。 

  「子供及び子育て世代対策特別委員会委員長報告」について、淺野委員長から報告します。 

 

子供及び子育て世代対策特別委員会委員長（淺野 勉） はい、議長。 

 

副議長（山岡 敏） はい。淺野委員長。 

 

（淺野子供及び子育て世代対策特別委員会委員長 登壇） 

 

子供及び子育て世代対策特別委員会委員長（淺野 勉） それでは、子供及び子育て世代対策特別委

員会委員長報告を行います。 

  安堵町議会議長 淺野勉様。子供及び子育て世代対策特別委員会委員長 淺野勉。下記のと

おり特別委員会を開催しましたので、安堵町議会会議規則第７１条の規定に基づき、報告しま

す。 

  １．案件、小中一貫校について（先進地に学ぶ） 

  ２．開催日時及び場所、令和５年９月２７日水曜日、午前１０時から、安堵町議会第２委員

会室。 

  ３．出席者、（１）委員 松田副委員長、近藤委員、森田裕康委員、福井委員、上林委員、
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山岡委員、増井委員、森田瞳委員、そして委員長の淺野です。（２）説明員 辻井教育次長、

吉田教育推進課長、中野教育指導主事。（３）議会事務局から、溝本事務局長、宮前主事。 

  ４．協議の内容、会議の冒頭に、委員長から本特別委員会の経緯について説明があった。 

  本委員会は令和元年に創設され、安堵町の人口増に繋がる教育体系のあり方を論議し、子供

たちが健やかに、また心豊かに過ごせる安堵町の魅力ある教育環境づくりやシステムを協議す

る場であることを確認した。 

  安堵町議会は、学習指導要領に基づく各種の教育設備及び教育施設の環境整備の充実を図っ

てきた経緯がある。 

 ①安堵町の魅力と特色ある教育の推進のため、小中一貫校として先進地である王寺南義務教育

学校の資料を参考に協議を進めた。 

  王寺南義務教育学校は、施設分離型の学校経営をされているので、安堵町の現状にも即応で

きる内容を見出すことができた。９年間を見通した学校運営を推進し、教職員の交流とともに

学校教育の質の向上。また、災害時にも避難場所として有効に機能できる体育館のエアコン設

備等の施設改修が実施されている。 

 ②王寺南義務教育学校の具体的な取組例 

  「中１ギャップ」の防止のため、小学校から中学校まで切れ目のない、教職員の交流と教育

環境を提供している。 

  幼稚園、小学校、中学校の連携が図られている。 

  しかし、開校以来２年目であるので、メリットとデメリットについて今後とも分析していく

と伺っている。 

 ③安堵町の特色ある学校教育の現状と課題 

 ・今後の部活動の推進方策について。 

 ・自転車通学の方策、緩和措置等について。 

 ・学力向上への方策について。 

 ・安堵町の魅力を発信する啓発が少ない。さらにアピールの活発化。 

 ・当面は文化活動、スポーツ活動、これらの教室を盛んにし、しっかりとして地に足を着けて

やっていただきたい。 

 ・安堵町議会は、教育行政の方向性について研修を重ねているところですが、本町にも５名の

委員からなる教育委員会が設置されています。教育委員会として、義務教育学校並びに小中一

貫校への方向性についてどのように考えていかれるのかを議会に提示していただけるようにお

願いをしたい。 

  等について各委員から発言がありました。 

  本特別委員会で中学校の制服について多年にわたり論議がありましたが、来年度、令和６年
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度の新入生からブレザー着用に改善されることが決定した。今後も順次の学年で着用していく

ことを確認した。 

  以上。 

 

副議長（山岡 敏） はい。以上で、子供及び子育て世代対策特別委員会委員長報告を終わります。 

  委員長報告が終わりましたので、議長と交代いたします。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（淺野 勉） 日程第６ 報告第１号「専決処分の承認を求めることについて（令和５年度安堵

町一般会計補正予算（補正第８号）について）」を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

総務部長（吉村良昭） はい、議長。 

 

議長（淺野 勉） はい。吉村総務部長。 

 

（吉村総務部長 登壇） 

 

総務部長（吉村良昭） おはようございます。総務部 吉村でございます。よろしくお願いいたしま

す。それでは、報告第１号「専決処分の承認を求めることについて（令和５年度安堵町一般会

計補正予算（補正第８号）について）」、御説明させていただきます。 

  共同浴場、日新湯の温度調整設備に不具合が生じ、早急に修理をする必要があったため、ま

た令和５年９月３０日付で消防団員１名が退職したことにより、退職報償金を支払う必要が生

じたため、予算補正を専決処分させていただきました。 

  財源といたしましては、前者につきましては財政調整基金からの繰入金を、後者につきまし

ては消防団員退職報償金受入収入を充てております。 

  補正予算書３ページ、第１表 歳入歳出予算補正を御覧ください。 

  歳出の部。３款 民生費、３項 人権対策費、補正前の額１２億５，７４９万６，０００円、

補正額１２７万６，０００円、計１２億５，８７７万２，０００円。 

  ８款 消防費、１項 消防費、補正前の額１億６，９４８万４，０００円、補正額５１万３，

０００円、計１億６，９９９万７，０００円。 

  ２ページをお願いいたします。 



15 

 

 

  歳入。１８款 繰入金、１項 基金繰入金、補正前の額１億６，７０２万８，０００円、補

正額１２７万６，０００円、計１億６，８３０万４，０００円。 

  ２０款 諸収入、３項 雑入、補正前の額８，８０８万４，０００円、補正額５１万３，０

００円、計８，８５９万７，０００円。 

  以上により、歳入歳出とも、補正前の額３９億９，４７３万円、補正額１７８万９，０００

円、計３９億９，６５１万９，０００円となります。 

  なお、速やかに対応する必要があったため、令和５年１０月２日に専決させていただきまし

たので、御報告するものでございます。 

  それでは、議案書を朗読いたします。 

 報告第１号 専決処分の承認を求めることについて（令和５年度安堵町一般会計補正予算（補

正第８号）について） 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定に基づき、令和５年度安堵

町一般会計補正予算（補正第８号）を別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定によ

り、これを報告し議会の承認を求める。 

 令和５年１１月３０日報告、安堵町長 西本安博。 

  次の、専決処分書をお願いいたします。 

 専決処分書 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定に基づき、令和５年度安堵町

一般会計補正予算（補正第８号）を別紙のとおり専決処分する。 

 令和５年１０月２日専決、安堵町長 西本安博。 

  補正予算書の１ページをお願いいたします。 

 令和５年度安堵町一般会計補正予算（補正第８号） 

 令和５年度安堵町一般会計補正予算（補正第８号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１７８万９，０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ３９億９，６５１万９，０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 令和５年１０月２日専決、安堵町長 西本安博。 

  第１表以降は、先ほどの説明と重複いたしますので割愛させていただきます。 

  御審議、御承認の程、よろしくお願いいたします。 
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議長（淺野 勉） 先ほど、説明員の名前を早口で言いましたので、もう一度、吉村部長で確認をし

たいと思います。ありがとうございました。 

  これより、質疑を行います。 

  質疑は、ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（淺野 勉） 質疑なしと認めます。 

  討論を省略して、これより報告第１号を採決します。 

  お諮りします。 

  本案を原案のとおり承認することに、御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（淺野 勉） 異議なしと認めます。 

  報告第１号は原案のとおり承認されました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（淺野 勉） 日程第７ 議案第１号「一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

について」から、日程第１０ 議案第４号「安堵町議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する

条例の一部を改正する条例について」までの４議案を一括議題とします。 

  一括して、提案理由の説明を求めます。 

 

総務部長（吉村良昭） はい、議長。 

 

議長（淺野 勉） はい。吉村部長。 

 

（吉村総務部長 登壇） 

 

総務部長（吉村良昭） それでは、議案第１号「一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例について」から、議案第４号「安堵町議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一

部を改正する条例について」まで、一括して御説明させていただきます。 
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  今年の人事院勧告を受け、国家公務員の一般職の職員の給与に関する法律及び特別職の職員

の給与に関する法律の一部改正法案が１１月の国会で可決されました。本町におきまして、地

方公務員法第２４条に定める均衡の原則に基づき、国に準じた運用を行うため、本町の一般職

の給与に関する条例について所要の改正を行い、本町の常勤の特別職及び教育長並びに議会議

員に係る手当につきましても、一般職と同様の趣旨で国に準じるため、所要の改正を行うもの

でございます。 

  まずはじめに、議案第１号「一般職の職員の給与に関する条例」。７ページからの新旧対照

表を御覧ください。 

  当該条例の改正条例第１条として、第１５条に規定する期末手当の支給割合について、第２

項において、再任用職員以外は「１００分の１２５」に、第３項において、再任用職員は「１

００分の７０」に改め、第１６条に規定する勤勉手当の支給割合については、第２項第１号に

おいて、再任用職員以外は「１００分の１０５」に、第２号において、再任用職員は「１００

分の５０」に改め、別表第１「行政職給料表」は、９ページから１１ページまでの右欄のよう

に改めます。 

  また、改正条例第２条として、新旧対照表１３ページ、１４ページを御覧ください。 

  右欄のように第１５条第２項及び第３項並びに第１６条第２項第１号及び第２号のように、

令和６年６月と１２月期の期末手当と勤勉手当につきまして、期末手当は、再任用職員以外は

「１００分の１２２」に、再任用職員は「１００分の６８．７５」に改め、勤勉手当は、再任

用職員以外は「１００分の１０２．５」に、再任用職員は「１００分の４８．７５」に改めま

す。 

  なお、施行期日は公布の日、ただし給料表の改正は令和５年４月１日から適用、令和６年度

の期末手当及び勤勉手当支給割合は令和６年４月１日から施行でございます。 

  それでは、議案書を朗読いたします。 

 議案第１号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

  一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり提出する。 

 令和５年１１月３０日提出、安堵町長 西本安博。 

  続きまして、議案第２号「特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を

改正する条例について」と、議案第３号「教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する

条例の一部を改正する条例について」、御説明させていただきます。 

  特別職の職員に係る期末手当につきましても、一般職の職員と同様に、関係法令の一部を改

正する法律が１１月の国会で可決されました。 

  各条例の、２ページの新旧対照表を御覧ください。 

  町長、副町長、教育長に支給する期末手当の支給割合について、「１００分の１７５」に改
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めます。また、令和６年６月及び１２月期の同手当は、それぞれの条例の新旧対照表３ページ

のように、一律「１００分の１７０」に改めます。 

  施行期日は公布の日で、令和６年度期末手当支給割合の改正は、令和６年４月１日からの施

行となります。 

  それでは、議案書を朗読いたします。 

 議案第２号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 

  特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとお

り提出する。 

 令和５年１１月３０日提出、安堵町長 西本安博。 

  続きまして、 

 議案第３号 教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 

  教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとお

り提出する。 

 令和５年１１月３０日提出、安堵町長 西本安博。 

  次に、議案第４号「安堵町議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改正する

条例について」ですが、同条例の新旧対照表、２ページと３ページを御覧ください。 

  本件につきまして、常勤の特別職の職員と同じく、右欄のように期末手当の支給割合を改め

ます。 

  施行日も同じでございます。 

  それでは、議案書を朗読いたします。 

 議案第４号 安堵町議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例につ

いて 

  安堵町議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり

提出する。 

 令和５年１１月３０日提出、安堵町長 西本安博。 

  各条例の改正本文は、先ほどの説明と重複いたしますので割愛させていただきます。 

  御審議、御可決の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長（淺野 勉） これより、一括質疑を行います。 

  質疑は、ありませんか。 
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（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（淺野 勉） 質疑なしと認めます。 

  これより、案件ごとに討論及び採決を行います。 

  はじめに、議案第１号「一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について」、

討論を行います。 

  討論は、ありませんか。 

 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（淺野 勉） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第１号を採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（淺野 勉） 起立、全員です。お座りください。 

  議案第１号は原案のとおり可決されました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（淺野 勉） 次に、議案第２号「特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一

部を改正する条例について」、討論を行います。 

  討論は、ありませんか。 

 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（淺野 勉） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第２号を採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 
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（賛成者 起立） 

 

議長（淺野 勉） 起立、全員です。お座りください。 

  議案第２号は原案のとおり可決されました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（淺野 勉） 次に、議案第３号「教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一

部を改正する条例について」の討論を行います。 

  討論は、ありませんか。 

 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（淺野 勉） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第３号を採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（淺野 勉） 起立、全員です。お座りください。 

  議案第３号は原案のとおり可決されました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（淺野 勉） 次に、議案第４号「安堵町議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部

を改正する条例について」、討論を行います。 

  討論は、ありませんか。 

 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（淺野 勉） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第４号を採決します。 
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  この採決は起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（淺野 勉） 起立、全員です。お座りください。 

  議案第４号は原案のとおり可決されました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（淺野 勉） 只今、１０時５４分です。 

  １１時１０分まで、暫時休憩をいたします。 

 

 

 

休 憩（午前１０時５４分） 

再 開（午前１１時１０分） 

 

 

 

議長（淺野 勉） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

総務部長（吉村良昭） はい、議長。 

 

議長（淺野 勉） はい。吉村部長。 

 

総務部長（吉村良昭） 先ほど、議案第１号「一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例」につきまして、可決いただきましたけれども、一部ちょっと訂正をお願いいたします。 

  令和６年６月と１２月期の勤勉手当及び期末手当の支給で、期末手当の再任用職員以外の支

給割合を「１００分の１２２」と申しましたけども、正しくは「１００分の１２２．５」とな

りますので、１３ページです、すみません。その中の６月期と１２月期の期末手当の支給割合

が、再任用職員以外は「１００分の１２２．５」になりますので訂正の方、よろしくお願いい

たします。 
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  以上でございます。 

 

議長（淺野 勉） はい。訂正よろしくお願いします。 

  日程第１１ 議案第５号「安堵町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例に

ついて」を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

住民課長（増田篤人） はい、議長。 

 

議長（淺野 勉） はい。増田住民課長。 

 

（増田住民課長 登壇） 

 

住民課長（増田篤人） 住民課 増田でございます。どうぞよろしくお願いいたします。議案第５号

「安堵町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について」、説明させていた

だきます。 

  本件につきましては、「デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律」に

よる「電子署名等に係る地方公共団体情報システム機構の認証業務に関する法律」の一部改正

に伴い、個人番号カード、いわゆるマイナンバーカード所有者については、電子証明書のスマ

ートフォンへの搭載が可能となり、スマートフォンを用いて今後、コンビニエンスストア等に

おける多機能端末機により、印鑑登録証明書等の交付が受けられるようになる予定であること

から、これに対応するため、安堵町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正するもので

ございます。 

  詳細につきまして、議案書の新旧対照表をお願いいたします。 

  第１５条では、役場窓口で印鑑登録証明書の交付を印鑑登録証に代えて、個人番号カードを

使用して申請する規程でございますが、窓口での実際の運用に合わせるよう、個人番号カード

の提示と併せて暗証番号を入力する旨の規定を追加し、文言を整理するものでございます。 

  第１６条では、民間事業者に設置の多機能端末機により、利用者証明用電子証明書を利用し

て、個人番号カードまたは移動端末機、いわゆるスマートフォンで印鑑登録証明書を交付でき

るよう規程を改めるものでございます。 

  なお、この条例の施行日は、公布の日とさせていただきます。 

  以上でございます。 

  それでは、議案書を朗読いたします。 
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 議案第５号 安堵町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について 

  安堵町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり提出する。 

 令和５年１１月３０日提出、安堵町長 西本安博。 

  次のページ以降の本文につきましては、先に説明させていただいた内容と重複いたしますの

で割愛させていただきます。 

  本件につきまして、御審議の上、御可決いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

議長（淺野 勉） これより、質疑を行います。 

  質疑は、ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（淺野 勉） 質疑なしと認めます。 

  これより、討論を行います。 

  討論は、ありませんか。 

 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（淺野 勉） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第５号を採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（淺野 勉） 起立、全員です。お座りください。 

  議案第５号は、原案のとおり可決されました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（淺野 勉） 日程第１２ 議案第６号「安堵町一般廃棄物等管理事務所の設置及び管理に関す

る条例の制定について」を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 
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住民課長（増田篤人） はい、議長。 

 

議長（淺野 勉） はい。増田住民課長。 

 

（増田住民課長 登壇） 

 

住民課長（増田篤人） それでは、議案第６号「安堵町一般廃棄物等管理事務所の設置及び管理に関

する条例の制定について」、説明させていただきます。 

  本条例につきましては、本町の一般廃棄物を適正に、ごみ処理施設へ運搬するための施設と

して、一般廃棄物等管理事務所を整備するにあたり、地方自治法第２４４条の２の規定により、

新たに制定するものでございます。 

  施設の概要といたしましては、本町の一般家庭から収集する廃棄物は収集後、まほろば環境

衛生組合のごみ中継施設に直接搬入し、大型車に積み替えた上で山辺・県北西部広域環境衛生

組合に運搬し、処理されますが、この事業のための本町の管理事務所及び一般家庭等から持ち

込まれる一般廃棄物に対応するための集積所、ストックヤードを設置するものでございます。 

  それでは、条例の内容について説明いたします。議案書、１枚めくっていただいて２ページ

目。ページ番号１番をお願いいたします。 

  第１条では、この施設の設置目的を規定しております。 

  第２条では、この施設を安堵町笠目３２６－１に設置し、業務として一般廃棄物の集積所、

ストックヤードとする旨を規定しております。 

  第３条では、この施設の利用範囲を町民及び町内業者とする旨を規定。 

  次のページ、第４条では、施設利用者の遵守事項を規定。 

  第５条では、利用者による施設の破損等に対する原状回復及び損害賠償について規定をして

おります。 

  第６条では、本条例の定め以外のものについて、別に委任する旨の規定でございます。 

  最後に、本条例は令和６年４月１日から施行いたします。 

  以上でございます。 

  それでは、議案を朗読いたします。 

 議案第６号 安堵町一般廃棄物等管理事務所の設置及び管理に関する条例の制定について 

  安堵町一般廃棄物等管理事務所の設置及び管理に関する条例を別紙のとおり提出する。 

 令和５年１１月３０日提出、安堵町長 西本安博。 

  以上でございます。 
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  御審議の上、御可決いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

議長（淺野 勉） これより、質疑を行います。 

  質疑は、ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（淺野 勉） 質疑なしと認めます。 

  お諮りします。 

  只今、議題となっております議案第６号は、文教厚生常任委員会に付託したいと思います。 

  御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（淺野 勉） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第６号は、文教厚生常任委員会に付託することに決定いたしました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（淺野 勉） 日程第１３ 議案第７号「安堵町公民館条例を廃止する条例の制定について」を

議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

教育推進課長（吉田彰宏） はい、議長。 

 

議長（淺野 勉） はい。吉田教育推進課長。 

 

（吉田教育推進課長 登壇） 

 

教育推進課長（吉田彰宏） 教育推進課の吉田です。よろしくお願いします。それでは、議案第７号

「安堵町公民館条例を廃止する条例の制定について」を御説明させていただきます。 

  同条例につきましては、昭和５４年に制定されており、条例の中に安堵中央公民館の名称や、

所在の位置付けが規定されておりますが、実態と乖離しているため、条例の整理をさせていた
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だきます。 

  条例制定後、約４５年が経過しており、経緯や目的等が不明ですが、当該場所に安堵中央公

民館という公共施設が実在しないため、実態に合わせて条例を廃止するものでございます。 

  なお、施行期日につきましては、公布の日からとさせていただきます。 

  以上でございます。 

  それでは、議案書を朗読させていただきます。 

 議案第７号 安堵町公民館条例を廃止する条例の制定について 

  安堵町公民館条例を廃止する条例を別紙のとおり提出する。 

 令和５年１１月３０日提出、安堵町長 西本安博。 

  本文につきましては、先ほどの説明と重複いたしますので割愛させていただきます。 

  御審議、御可決の程よろしくお願いいたします。 

 

議長（淺野 勉） これより、質疑を行います。 

  質疑は、ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（淺野 勉） 質疑なしと認めます。 

  これより、討論を行います。 

  討論は、ありませんか。 

 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（淺野 勉） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第７号を採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（淺野 勉） 起立、全員です。お座りください。 

  議案第７号は、原案のとおり可決されました。 
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 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（淺野 勉） 日程第１４ 議案第８号「安堵町立同和対策集会所設置条例を廃止する条例の制

定について」を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

教育推進課長（吉田彰宏） はい、議長。 

 

議長（淺野 勉） はい。吉田教育推進課長。 

 

（吉田教育推進課長 登壇） 

 

教育推進課長（吉田彰宏） 教育推進課の吉田です。よろしくお願いします。それでは、議案第８号

「安堵町立同和対策集会所設置条例を廃止する条例の制定について」を御説明させていただき

ます。 

  同条例につきましては、地区住民の社会教育活動を助長するため、児童生徒成人等の修学奨

励、教育指導、クラブ活動、レクリエーション、学習会の開催等を目的に、昭和５７年に集会

所が設置され、同条例が制定されました。 

  設置当初は識字学級の実施、子供会の活動の支援、中学校の学習指導、祭りの支援の事業等

を行ってまいりました。 

  設置から４０年を経て、集会所も老朽化が進み、安全な管理運営に支障を来す恐れがあり、

また、総合センターひびきが設置されてからは、ほとんどの町の事業が当施設で行われるよう

になりました。令和４年度以降は、最後まで活用していました識字学級も総合センターひびき

で実施するようになりましたので、当集会所が公の施設としての利用がございませんので、同

条例を廃止するものでございます。 

  なお、施行期日につきましては、公布の日からとさせていただきます。 

  以上です。 

  それでは、議案書を朗読させていただきます。 

 議案第８号 安堵町立同和対策集会所設置条例を廃止する条例の制定について 

  安堵町立同和対策集会所設置条例を廃止する条例を別紙のとおり提出する。 

 令和５年１１月３０日提出、安堵町長 西本安博。 

  本文につきましては、先ほどの説明と重複いたしますので割愛させていただきます。 

  御審議、御可決の程よろしくお願いいたします。 
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議長（淺野 勉） これより、質疑を行います。 

  質疑は、ありませんか。 

 

９番（森田 瞳） はい、議長。 

 

議長（淺野 勉） はい。森田瞳議員。 

 

９番（森田 瞳） 議案第８号、この内容の件につきまして、ちょっとお聞かせいただきたいと思い

ます。 

  議案説明会の中で、本集会所の設置の条例を廃止するんだということの、内容は聞かせてい

ただいております。４５年、この建設当時からたって、いろんな面で支障を来しておるという

ことのようでございます。 

  申し上げたいのは、この集会所、要するに条例を廃止して、その後この建物をどうされるの

ですか。ちょっとお聞かせ願いたい。 

 

議長（淺野 勉） 只今の質問に。 

 

教育推進課長（吉田彰宏） はい、議長。 

 

議長（淺野 勉） はい。お願いします。吉田課長。 

 

教育推進課長（吉田彰宏） 自席より失礼します。ちょっと大字の方には、区長の方にもお話させて

いただき、集会場に付設しております物置の方に、祭事の、祭りの道具等を引き続き置かせて

もらいたいという旨を大字の方から聞いております。 

  集会所自体は、まだちょっとすぐに解体等という話は、まだ進んでございません。 

  以上です。 

 

９番（森田 瞳） はい、議長。 

 

議長（淺野 勉） はい。森田瞳議員。 

 

９番（森田 瞳） いくら大字からの要望があったと言え、これ将来的に、こういう条例を廃止して
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建物だけを残すということは、旧の隣保館がそうなんですよ。あの隣保館、どうなさるんです

か。あれはもっと古いで。５４年当時じゃないで。もっと古い。あそこの隣保館をそういうこ

とで解体もせずに、あれは、いつきっかけになるんですか。ちょっとそこのことを明確に説明

してください。 

  教育委員会でなくても、担当部局で説明していただいたら、いいから。 

 

（相談する者あり） 

 

９番（森田 瞳） はい、議長。 

 

議長（淺野 勉） はい。森田瞳議員。 

 

９番（森田 瞳） このね、集会所の、そうしたことを今はそれで片付いたとしなさいよ。祭りごと

の道具を入れさせていただきたいと地元から要望があった。そこをしっかりしとかなあかんね

ん、今は。いつまで貸すの。そういう契約なり、そういうことをできるんですか。 

  だから、隣保館と同じような状況になるんでしょ。あれ、子供か何か事故があれば、どうす

るんですか。その今の集会所の中で。 

  だから議長、私ちょっとお願いごとがございますけども、この辺のことにつきまして私、ま

た一般質問の中で、公共事業等の、要するに合理化の推進特別委員会、提案をさせていただき

たいと思っておりますけども、これは後日。そうしたことで、この内容の案件につきまして付

託をして最終日に結論を出すということで、文教厚生常任委員会に付託をしていただくことを

望んで一旦、終わりますので、よろしくお願いします。 

 

議長（淺野 勉） はい。よろしくお願いします。 

  他に、質疑ございますか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（淺野 勉） はい。ないようですので、これより討論を行います。 

  討論は、ありませんか。 

 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 
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議長（淺野 勉） 討論なしと認めます。 

  お諮りします。 

  只今、議題となっております議案第８号は、文教厚生常任委員会に付託したいと思います。 

  御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（淺野 勉） 異議なしとの声があります。ですので、付託でよろしくお願いしたいと思います。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（淺野 勉） 日程第１５ 議案第９号「令和５年度安堵町一般会計補正予算（補正第９号）に

ついて」を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

総務部長（吉村良昭） はい、議長。 

 

議長（淺野 勉） はい。吉村総務部長。 

 

（吉村総務部長 登壇） 

 

総務部長（吉村良昭） 総務部 吉村でございます。よろしくお願いいたします。それでは、議案第

９号「令和５年度安堵町一般会計補正予算（補正第９号）について」、御説明させていただき

ます。 

  補正内容といたしまして、一つ目は、森林環境税の創設に係る税制改正に対応するシステム

改修委託料１７７万１，０００円。 

  二つ目は、氏名の読み仮名法制化に係る戸籍法令改正に対応するシステム改修委託料２６４

万円。この費用につきましては全額、国庫でございます。 

  三つ目は、障害福祉サービス等、報酬改定に伴うシステム改修委託料２０９万円。２分の１

が国庫でございます。 

  四つ目は、介護報酬改定等に伴うシステム改修委託料及び介護認定審査会費に係る介護保険

特別会計への繰出金１６５万３，０００円。 

  五つ目は、障害者医療費及び介護・訓練等給付費のサービス料増加による必要経費１，３８
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９万円。これには２分の１が国庫、４分の１が県費でございます。 

  六つ目は、総合センターひびきの、不足する光熱水費及び消防設備修繕費１７８万４，００

０円でございます。 

  七つ目は、令和６年度から新規事業として実施する「安堵町高齢者タクシー利用料金助成事

業」に係るタクシー助成券作成経費６万円。 

  八つ目は、令和４年度新型コロナウイルスワクチン接種事業の実績精算に伴う国庫支出金の

返還４９０万４，０００円。 

  そして、今年度における給与改定による人件費及び人事異動に伴い、当初予算計上時とは人

員構成が変更したために必要となった、各科目における人件費の増減でございます。 

  国庫・県費の充当がないものにつきましては、すべて財政調整基金繰入金をもって充て、異

動による人件費の増減は、一般会計の中で財源更正を行います。 

  以上によりまして、款ごとの補正について申し上げます。 

  補正予算書第１表 歳入歳出予算補正、３ページを御覧ください。 

  款２ 総務費、１項 総務管理費、補正前の額４億３，６５１万円、補正額マイナスの２２

６万円、計４億１３９万１，０００円。項２ 徴税費、補正前の額６，５１３万５，０００円、

補正額２１７万１，０００円、計６，７３０万６，０００円。３項 戸籍・住民基本台帳費、

補正前の額３，９８４万２，０００円、補正額９５２万円、計４，９３６万２，０００円。 

  ３款 民生費、１項 社会福祉費、補正前の額７億８，９６６万円、補正額３，０８０万５，

０００円、計８億２，０４６万５，０００円。２項 児童福祉費、補正前の額４億１，７５９

万５，０００円、補正額マイナスの１０７万６，０００円、計４億１，６５１万９，０００円。

３項 人権対策費、補正前の額５，１５１万７，０００円、補正額マイナス３４１万６，００

０円、計４，８１０万１，０００円。 

  ４款 衛生費、１項 保健衛生費、補正前の額１億１，７２６万円、補正額マイナスの２３

４万６，０００円、計１億１，４９１万４，０００円。２項 清掃費、補正前の額４億２，６

８２万４，０００円、補正額７０万円、計４億２，７５２万４，０００円。 

  ５款 農林水産業費、１項 農業費、補正前の額３，４５０万１，０００円、補正額１，２

８１万８，０００円、計４，７３１万９，０００円。 

  ６款 商工費、１項 商工観光費、補正前の額７，５６７万４，０００円、補正額マイナス

の８９１万８，０００円、計６，６７５万６，０００円。 

  ７款 土木費、１項 土木管理費、補正前の額３，７４６万４，０００円、補正額４４５万

円、計４，１９１万４，０００円。４項 住宅費、補正前の額６，９２０万２，０００円、補

正額２８０万円、計７，２００万２，０００円。 

  ８款 消防費、１項 消防費、補正前の額１億６，９９９万７，０００円、補正額１１０万
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円、計１億７，１０９万７，０００円。 

  ９款 教育費、１項 教育総務費、補正前の額１億６５８万１，０００円、補正額１８８万

円、計１億８４６万１，０００円。５項 社会教育費、補正前の額４，８４０万７，０００円、

補正額１３０万円、計４，９７０万７，０００円。６項 保健体育費、補正前の額８，９１３

万５，０００円、補正額１０万円、計８，９２３万５，０００円。 

  歳出合計、補正前の額３９億９，６５１万９，０００円、補正額４，９６２万８，０００円、

計４０億４，６１４万７，０００円。 

  続きまして、２ページをお願いいたします。歳入でございます。 

  １４款 国庫支出金、１項 国庫負担金、補正前の額１億７，９８７万１，０００円、補正

額６，９４５万円、計１億８，６８１万６，０００円。２項 国庫補助金、補正前の額１億４，

７９７万９，０００円、補正額３６８万５，０００円、計１億５，１６６万４，０００円。 

  １５款 県支出金、１項 県負担金、補正前の額１億１，８４５万１，０００円、補正額３

４７万２，０００円、計１億２，１９２万３，０００円。 

  １８款 繰入金、１項 基金繰入金、補正前の額１億６，８３０万４，０００円、補正額３，

５５２万６，０００円、計２億３８３万円。 

  歳入合計、補正前の額３９億９，６５１万９，０００円、補正額４，９６２万８，０００円、

計４０億４，６１４万７，０００円。 

  続きまして、第２表 債務負担行為補正でございますけれども、４ページの表をお願いいた

します。 

  令和６年度から８年度における庁舎総合管理業務委託事業のために７，５９９万５，０００

円。令和６年度のごみ収集運搬補助委託事業のために９８４万６，０００円。令和６年度から

令和８年度における安堵町学校給食調理配送及び洗浄業務委託事業のために８，８９７万５，

０００円。以上をそれぞれ限度額として設定するものでございます。 

  それでは、議案書を朗読いたします。 

 議案第９号 令和５年度安堵町一般会計補正予算（補正第９号）について 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１８条第１項の規定に基づき、令和５年度安堵

町一般会計補正予算（補正第９号）を別紙のとおり提出する。 

 令和５年１１月３０日提出、安堵町長 西本安博。 

  補正予算書１ページをお願いいたします。 

 議案第９号 令和５年度安堵町一般会計補正予算（補正第９号） 

  令和５年度安堵町一般会計補正予算（補正第９号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 
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 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４，９６２万８，０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４０億４，６１４万７，０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （債務負担行為の補正） 

 第２条 債務負担行為の追加は、「第２表 債務負担行為補正」による。 

 令和５年１１月３０日提出、安堵町長 西本安博。 

  第１表以降につきましては、先ほどの説明と重複いたしますので割愛させていただきま

す。 

  御審議、御可決の程よろしくお願いいたします。 

 

議長（淺野 勉） もう１回？ 

 

総務部長（吉村良昭） はい、議長。 

 

議長（淺野 勉） はい。吉村部長。 

 

総務部長（吉村良昭） すみません、訂正お願いします。３ページの歳出の所で、２款 総務費、１

項の総務管理費、補正前の額を４億３，６５１万円と申しましたけれども、正しくは４億３６

５万１，０００円でございます。すみません、訂正をお願いいたします。 

 

議長（淺野 勉） はい。でしたら、只今の御確認をよろしくお願いします。 

  これより、質疑を行います。 

  質疑は、ありませんか。 

 

６番（上林勝美） はい、議長。 

 

議長（淺野 勉） はい。上林議員。 

 

６番（上林勝美） 今回の、補正第９号で高齢者の、７５歳以上のタクシー助成事業ということで、

チケットの印刷代６万円、計上されております。住民の皆様方に、こういうことが決まったよ

ということでお諮りしたら、非常に期待感を込めて皆さんおっしゃっていましたので、是非と

も前に進めていただきたいなと思うのですが、この助成事業に関しまして１，２７０人ほどの
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７５歳以上、高齢者おられますけど、民生費の後期高齢者の部分から、このチケットを作成す

るのですが、いくらぐらい予算立てをされるのか、わかっておりましたらお聞きさせていただ

いてよろしいでしょうか。 

 

総務部長（吉村良昭） はい、議長。 

 

議長（淺野 勉） はい。吉村部長。 

 

総務部長（吉村良昭） 自席から失礼します。利用に対する予算ですかね？ 

 

６番（上林勝美） はい。 

 

総務部長（吉村良昭） 約５００万円ぐらいを予定しております。 

 

６番（上林勝美） はい、議長。 

 

議長（淺野 勉） はい。上林議員。 

 

６番（上林勝美） ５００万円ということは、４分の１の方が利用されるという形の予算だと思うの

ですが、それでよろしいでしょうか。 

 

住民生活部長（吉田一弘） はい、議長。 

 

議長（淺野 勉） はい。吉田部長。 

 

住民生活部長（吉田一弘） 失礼します。住民生活部の吉田です。今回、補正の中に入れさせていた

だいておりますのが、あらかじめ来年度分のタクシーチケットを印刷しておく費用でございま

す。先ほどおっしゃっていただいた、７５歳以上の方が対象ということで考えておりまして、

７５歳以上の方にすべてお配りする訳ではなくて、以前にも説明させていただいたように、申

請主義で、必要な方にチケットを申請していただいて交付するということを考えておりまして

今、予算立てしておりますのは５００名分ぐらいということで考えております。来年度の当初

予算に、実際の利用を見込んで費用を予算立てさせていただきたいなというふうに考えており

ます。 
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  以上でございます。 

 

６番（上林勝美） はい、議長。 

 

議長（淺野 勉） はい。上林議員。 

 

６番（上林勝美） １，２００人ほどですね、７５歳以上。そのうちの約５００名でしたら４割から

５割ということで、６８０円で２４枚ですのでね。全員もらったら２，０００万超えるんです

けど、６００人でしたらもう少し額、増えるんじゃないですかね。１，０００万ぐらいにね。 

 

住民生活部長（吉田一弘） はい、議長。 

 

議長（淺野 勉） はい。吉田部長。 

 

住民生活部長（吉田一弘） 先ほどちょっと、総務部長の方５００万と言いましたが５００人という。

それの違いでございまして。今おっしゃっていただいているように、大体１，２００人ぐらい

の、７５歳以上の方のうち、どれぐらいの方が利用していただくのか。これは３０～４０％ぐ

らいということで今、想定はしておりますけれども、来年度の当初予算の中で、その辺の見込

みも精査しながら予算組みをしていきたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

 

６番（上林勝美） 人数が５００名、３０～４０％ということで今、発言いただきました。それで理

解しておきます。ありがとうございました。 

 

議長（淺野 勉） 他に、質疑ございませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（淺野 勉） 質疑なしと認めます。 

  これより、討論を行います。 

  討論は、ありませんか。 

 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 
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議長（淺野 勉） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第９号を採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（淺野 勉） 起立、全員です。お座りください。 

  議案第９号は、原案のとおり可決されました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（淺野 勉） 日程第１６ 議案第１０号「令和５年度安堵町介護保険特別会計（保険事業勘定）

補正予算（補正第２号）について」を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

健康福祉推進室課長（井上育久） はい、議長。 

 

議長（淺野 勉） はい。井上健康福祉推進室課長。 

 

（井上健康福祉推進室課長 登壇） 

 

健康福祉推進室課長（井上育久） 改めまして、おはようございます。健康福祉推進室 井上でござ

います。よろしくお願いいたします。議案第１０号「令和５年度安堵町介護保険特別会計（保

険事業勘定）補正予算（補正第２号）について」、説明させていただきます。 

  本補正につきましては、一つ目といたしまして、介護報酬の改正等に伴い、システム改修の

必要がありましたので補正を行います。 

  二つ目として、介護保険認定調査員に係る報酬及び共済組合負担金が不足するための補正で

ございます。 

  それでは、詳細につきまして補正予算書により説明させていただきます。補正予算書９ペー

ジをお願いいたします。 

 歳出の部。１款 総務費、１項 総務管理費、１目 一般管理費で２８０万５，０００円の増
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額補正でございます。同款３項 介護認定審査会費、１目 介護認定審査会費で２５万円の増

額補正でございます。 

  この財源といたしまして、２ページ戻って７ページをお願いいたします。 

  歳入の部。３款 国庫支出金、２項 国庫補助金、４目 介護保険事業補助金で１４０万２，

０００円の増額補正です。 

  ７款 繰入金、１項 一般会計繰入金、１目 その他繰入金で１６５万３，０００円の増額

補正です。 

  以上でございます。 

  それでは議案書を朗読いたします。 

 議案第１０号 令和５年度安堵町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（補正第２号）

について 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１８条第１項の規定に基づき、令和５年度安堵

町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（補正第２号）を別紙のとおり提出する。 

 令和５年１１月３０日提出、安堵町長 西本安博。 

  補正予算書１ページをお願いいたします。 

 議案第１０号 令和５年度安堵町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（補正第２号） 

  令和５年度安堵町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（補正第２号）は、次に定め

るところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ３０５万５,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ８億８，３４６万２，０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 令和５年１１月３０日提出、安堵町長 西本安博。 

  次のページをお願いいたします。 

  第１表 歳入歳出予算補正 

  歳入の部。３款 国庫支出金、２項 国庫補助金、補正前の額３，９３８万５，０００円、

補正額１４０万２，０００円、計４，０７８万７，０００円。 

  ７款 繰入金、１項 一般会計繰入金、補正前の額１億３，４３６万円、補正額１６５万

３，０００円、計１億３，６０１万３，０００円。 

  歳入合計。補正前の額は８億８，０４０万７，０００円、補正額３０５万５，０００円、

計８億８，３４６万２，０００円。 

  次のページをお願いいたします。 
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  歳出の部。１款 総務費、１項 総務管理費、補正前の額６０３万９，０００円、補正額

２８０万５，０００円、計８８４万４，０００円。同款３項 介護認定審査会費、補正前の額

は７８３万６，０００円、補正額２５万円、計８０８万６，０００円。 

  歳出合計。補正前の額は８億８，０４０万７，０００円、補正額３０５万５，０００円、

計８億８，３４６万２，０００円。 

  次のページ以降の事項別明細書につきましては、先ほどの説明と重複いたしますので割愛

させていただきます。 

  以上でございます。 

  御審議、御可決の程よろしくお願いいたします。 

 

議長（淺野 勉） これより、質疑を行います。 

  質疑は、ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（淺野 勉） 質疑なしと認めます。 

  これより、討論を行います。 

  討論は、ありませんか。 

 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（淺野 勉） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第１０号を採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（淺野 勉） 起立、全員です。お座りください。 

  議案第１０号は、原案のとおり可決されました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  
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議長（淺野 勉） 日程第１７ 議案第１１号「令和５年度安堵町水道事業会計補正予算（補正第１

号）について」を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

事業課長（池田佳永） はい、議長。 

 

議長（淺野 勉） はい。池田事業課長。 

 

（池田事業課長 登壇） 

 

事業課長（池田佳永） 事業課の池田でございます。よろしくお願いいたします。それでは議案第１

１号「令和５年度安堵町水道事業会計補正予算（補正第１号）について」、御説明させていた

だきます。 

  本補正は、人事異動及び人事院勧告に伴う給与改定等のため、人件費の増により給料、職員

手当及び退職手当組合負担金について増額補正及び奈良県広域水道事業企業団参加による資産

譲渡のうち、水道用地の一部を安堵町の資産として残すための分筆登記に必要な委託料の増額

補正をするものでございます。 

  それでは、補正予算書の２ページをお願いいたします。 

 支出の部。１款 水道事業費用、１項 営業費用、１目 原水及び浄水費といたしまして１１

０万円の増額。同款同項４目 総係費の方で７０万円の増額補正でございます。 

  これによりまして、支出合計が、補正前が１億９，６２８万９，０００円、補正額が１８０

万円、補正後が１億９，８０８万９，０００円となります。 

  また、当初収益的収入の予算範囲内による増額のため、当初からの金額変更はございません。 

  それでは、最初のページに戻っていただきまして、議案書を朗読させていただきます。 

 議案第１１号 令和５年度安堵町水道事業会計補正予算（補正第１号）について 

  地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第２４条第３項の規定に基づき、令和５年度

安堵町水道事業会計補正予算（補正第１号）を別紙のとおり提出する。 

 令和５年１１月３０日提出、安堵町長 西本安博。 

  以降の説明につきましては、先ほどと重複いたしますので割愛させていただきます。 

  以上でございます。 

  御審議、御可決の程よろしくお願いいたします。 

 

議長（淺野 勉） これより、質疑を行います。 
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  質疑は、ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（淺野 勉） 質疑なしと認めます。 

  これより、討論を行います。 

  討論は、ありませんか。 

 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（淺野 勉） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第１１号を採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（淺野 勉） 起立、全員です。お座りください。 

  議案第１１号は、原案のとおり可決されました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（淺野 勉） 以上で本日の日程は、すべて終了いたしました。 

  次の本会議は、１２月４日午前１０時開会です。 

  一般質問を予定しております。 

  本日は、これで散会します。 

  お疲れ様でした。 

 

 

 

 

散 会 

午前１１時５８分 

 


